
復興対策課

保健福祉課

その他のインフラ

【目標】
・電気・ガス・通信・郵便について、従前の環境を回復する。
【主な実施内容】
電気（震災直後）、通信（震災直後）、郵便（平成23年4月）にそれぞれ復旧済み。ガスについては損壊なし。

復興対策課・住民課

住民課

①農村振興課
②③復興対策課

個人線量管理

防犯・防災

川内村・福島県・復興庁

整備すべき生活環境 村担当課平成28年度以降

【目標】
・帰還を望む全ての村民及び新たに村内に居住することを希望する者が、村内に住居を確保できる環境を整備する。
【主な実施内容】
① 村内に災害公営住宅を建設する。《平成26年度中に完成予定》
② 村内に定住促進住宅を建設する。《平成26年度中に完成予定》
③ 新たに村内に住宅を建設する際に助成する（上限100万円／1軒）。《平成25年4月から実施中》

【目標】
・防犯・見守りパトロール等を積極的に行い、高齢者から子供まで誰もが安心して暮らせる村内環境を整える。
【主な実施内容】
① 双葉署員、特別警ら隊等の応援部隊が24時間体制でパトロールを実施し、川内駐在所を拠点とした警ら等の強化を図る。《平成23年10月から
実施中》
② 村内巡回、高齢者への声掛け等を行う「見守りパトロール」を実施する。《平成25年4月から実施中》
③ 新たに備蓄庫を設置して緊急時の飲用水、食料等の備蓄を進める。《平成25年7月から実施中》
④ 安全な生活環境の整備のため、有害獣の捕獲を実施する。《平成25年8月から実施中》
⑤ 防犯体制強化のため、村内各所に防犯用ライブカメラを設置する。《平成25年8月から実施中》

【目標】
・帰還した村民が常に周囲の放射線量を正確に把握できるようにすることで、安心して生活できるようにする。
【主な実施内容】
① 各行政区にモニタリングポストを設置し、そのデータをインターネット等を利用して常時確認できるようにする。《平成24年4月から実施中》
② 全ての除染廃棄物仮置場について、空間線量、地下水の状況、温度等を常時モニタリングするシステムを設置し、そのデータをインターネッ
ト等を利用して常時確認できるようにする。《平成25年度中に実施予定》
③ 除染済み住宅について、村が放射線量の計測とガンマカメラによる撮影、データの提供を行う。《平成25年4月から実施中》

住民課

【目標】
・放射性物質に関する不安を取り除き、全ての世帯に安心して飲める水を提供する。
【主な実施内容】
① 飲用水の放射性物質検査を実施する。《平成24年4月から実施中》
② 従前沢水等を利用しており放射性物質に対する不安からその利用ができなくなっている世帯のうち希望者に対して、井戸の調査・掘削、浄水
設備の整備等を実施する。《平成25年度から調査を実施中》

【目標】
・通常の一般廃棄物及び産業廃棄物について従前の回収・処分環境を回復する。
・帰還に向けた家の片付けごみの回収、処理を着実に行う。
【主な実施内容】
① 通常の一般廃棄物については、従前どおり双葉地方広域市町村圏組合が分別回収する（南部衛生センターは再開済み）。《平成23年6月から実
施中》
② 通常の産業廃棄物については、指定業者が回収し、処理する。《平成25年度から実施中》
③ 汚染廃棄物対策地域内の家の片付けごみ等の帰還の妨げとなる廃棄物を仮置場に搬入する。≪平成25年度中に完了目標≫
　 仮置場搬入後の処理は、仮設処理施設を建設し、減容化処理を行う。≪平成25年度内の建設着工、平成26年内の処理開始を目指す≫

川内村への帰還・定住に向けた環境整備に関する工程表

平成25年度 平成27年度
４月 ７月 10月 10月７月１月 ４月 １月４月

復興対策課

住民課

公
共
交
通

10月７月

住宅

汚水処理

【目標】
・全ての世帯について従前の汚水処理環境を回復する。
【主な実施内容】
① 農業集落排水については、処理場を本格復旧するとともに、旧警戒区域内のものも含む全ての管路を復旧する。《平成25年12月に完成予定》
② し尿については、従前どおり双葉地方広域市町村圏組合が回収し、他市町村の協力を得て処理する。《平成24年4月から実施中》

環境整備の目標及び主な実施内容
平成26年度

１月

飲料水

農村振興課

道路

バス

農村振興課

【目標】
・村民自らが追加被ばくの状況を正確に把握できるようにすることで、安心して生活できるようにする。
【主な実施内容】
① 希望する妊婦・中学生以下の者に対して電子式積算線量計を配布≪平成23年12月から実施≫するとともに、希望する世帯に対して電子式積算
線量計を配布し、常続的に線量管理を行う。《平成24年4月から実施中》
② 希望する住民について、ホールボディカウンターによる内部被ばく検査を実施する。《平成23年11月から実施中》
③ 事故当時18歳（高校３年生）以下の者に対しては甲状腺検査を定期的に行う。事故当時18歳以上の希望者に対しては、協定を締結している医
療機関で甲状腺検査を実施する。《平成23年11月から実施中》
④ 定期的に川内村健康アドバイザーや保健師等による放射線健康相談・講演会等を実施する。《平成25年4月から実施中》

放射線量モニタリング

上
下
水
道

ごみ処理

【目標】
・従前の村内の道路環境を回復する。
・生活圏の変容に応じて、田村市、小野町、いわき市へのアクセスを改善する。
【主な実施内容】
① 村内の全ての村道、林道（滝ケ谷線他５路線）について従前の状況に復旧する（国道、県道は復旧済み）。《平成26年度中に完成予定》
② 国道399号（十文字工区）の改良工事を実施する。《概ね10年程度での完成を目指す》
③ 県道吉間田滝根線（広瀬工区）の改良工事を実施する。《概ね10年間での完成を目指す》
④ 県道小野富岡線（吉間田工区等）の改良工事を実施する。《吉間田工区は平成26年度の供用を目指す》
⑤ 県道富岡大越線については、路肩拡幅等の緊急現道対策を実施する。《平成25、26年度に実施》

【目標】
・高齢者、学生等、マイカーによる移動が困難な住民に対して必要な移動手段を提供する。
【主な実施内容】
① 村内と船引町及び小野新町との間で路線バスを運行する。《平成24年4月から実施中》
② 村内診療所通院用の巡回バスを運行する。《平成24年4月から実施中》
③ 村外への通院、通学、買物等のためのオンデマンド・バスを低廉な料金で運行する。《需要が確認できたものから順次》

有害獣捕獲の実施

災害公営住宅の建設

個人線量管理の実施

モニタリングシステムの設置、運用

・農業集落排水処理場の復旧

・旧警戒区域を含む全ての管路の工事

見守りパトロールの実施

放射線健康相談・講演会等の実施

希望者に井戸の掘削調査

オンデマンド・バスの検討・運行

定住促進住宅の建設

入居開始

備蓄庫の整備

通常の産業廃棄物の回収・処理

廃棄物の仮置場への搬入

放射性物質検査の実施

し尿の回収、処理

船引、小野新町への路線バス運行

通常の一般廃棄物の回収・処理

仮設処理施設建設工事

住宅建設助成の実施

仮置場モニタリングシステムの設置、運用

ガンマカメラによる撮影、データ提供

内部被ばく検査の実施

甲状腺検査の実施

村内パトロールの実施

井戸掘削、浄水設備等の提供

村内巡回バスの運行

防犯カメラの設置

県道小野富岡線吉間田工区の改良（工事）

村内道の復旧（設計・工事）

国道399号の改良（調査・設計）

県道富岡大越線の緊急現道対策（工事）

県道吉間田滝根線の改良（調査・設計）

電力・ガス・通信・郵便事業の実施

備蓄庫整備完了、食料（4500食程度）等の備蓄

調査・設計、用地取得、工事

調査・設計、用地取得、工事

減容化処理・処理完了後施設解体



農村振興課

復興対策課

教育課

教育課

復興対策課

復興対策課

教育課

保育

医療

福祉・介護

買物

【目標】
・村民の憩いの場である「かわうちの湯」を全面リニューアルして、帰村した住民のみならず村外避難を続ける村民の立ち寄り、交流拠点、村の
復興再生に関する情報を村内外に発信する情報拠点、村の復興再生に関わる関係機関、民間団体、ＮＰＯ等が情報共有、協力するための連携協力
拠点とする。
【主な実施内容】
① 「かわうちの湯」の全面改修を行う。《平成26年3月までに完成予定》
② 毎年、「かわうちの湯」を中心に復興祭を開催する。《平成24年8月から実施中》
③ 「かわうちの湯」を拠点として、川内の復興・再生に関する情報を発信する《平成26年4月から実施予定》

保健福祉課

保健福祉課

教
育
・
保
育

産
業
・
雇
用

【目標】
・農地除染、実証栽培を着実に進め、全ての田畑で可能な限り速やかに営農再開できるようにする。
【主な実施内容】
① 旧緊急時避難準備区域の水田については、平成25年度から本格作付を実施（希望者に無償で種子を配布）。《平成25年度：102ha／410haを作
付》
② 旧警戒区域の水田については、平成25年度中に除染、実証栽培を終了し、26年度から本格作付を目指す（希望者に無償で種子を配布）。
③ 安全な生活環境の整備や営農への支障の除去のため、有害獣の捕獲を実施する。《平成25年8月から実施中》（再掲）
④ 除染後の農地について、農業者が帰還し作付再開するまでの間、保全管理、管理耕作等を実施する。《平成25年9月から実施中》

【目標】
・帰還した全ての児童・生徒が安心して通学できる環境を整える。
・各々の児童・生徒の習熟度や興味関心、将来の目標に応じたきめ細かな学習支援を行う。
【主な実施内容】
① 川内小学校、川内中学校を再開する。《平成24年4月から実施中》
② 川内小学校、川内中学校へ通うためのスクール・バスを運行する。《平成24年4月から実施中》
③ 室内外の放射線量の調査等を実施し、その結果を公表する。《平成25年度から実施予定》
④ 小・中学校校庭の除染作業に伴う劣化（排水性の低下等）について改修工事を行う。《平成25年度中に実施予定》
⑤ 「かわうち興学塾」について、速やかに従前の内容（学習塾、ピアノ教室、など。）を再開し《平成25年度から実施中》、さらに、帰還した
児童・生徒のニーズに応じて拡充する。《順次》
⑥ 放課後子ども教室を実施する。《平成24年4月から実施中》

【目標】
・帰還した全ての子育て世帯が安心して子どもを預けられる環境を整える。
【主な実施内容】
① かわうち保育園を再開し《平成24年4月》、子育て世帯の帰還の状況に応じて拡充する。《順次》
② 砂場の砂の入れ替え、園芸園の土の入れ替えなど、保護者の放射線に対する不安を払しょくするための取組を進める。《平成25年度から実施
中》

【目標】
・帰還した全ての学生が公共の交通機関で村外の高校に通えるようにする。
【主な実施内容】
① 村内と船引町及び小野新町との間で路線バスを運行する。《平成24年4月から実施中》（再掲）
② 村外への通学のためのオンデマンド・バスを低廉な料金で運行する。《需要が確認できたものから順次》（再掲）

医
療
・
福
祉

復興再生拠点

小・中学校

【目標】
・帰還した村民に対して十分な雇用機会を確保する。
【主な実施内容】
① 既存企業を順次、村内で再開する。《平成25年11月時点で、約50人の求人募集中》
② 新たに村外から企業を誘致する。《平成25年11月時点で、㈱四季工房数名、㈱コドモエナジー3人の求人募集中》
③ 新たに農業法人（KiMiDoRi）を設立し、完全密閉型野菜工場を建設、操業する。《平成25年4月操業開始し、平成25年11月時点で2人程度の求
人募集中。さらに平成27年を目途に15人の追加募集予定》
③ 出荷する食品について、農業法人に委託することにより放射線検査を実施する。《平成26年度から実施予定》
④ 村有牧草地等を有効活用したメガソーラー事業を誘致する。《平成25年9月から実施中》

企業

高校

【目標】
・日常的な医療は村内で受けられるようにする。
・人工透析、高度医療等が必要な全ての村民が容易に村外の医療機関を受診できる体制を整える。
【主な実施内容】
① 「ゆふね」内に設置している診療所において、内科及び歯科については常時、心療内科、消化器科、眼科及び整形外科については定期的に診
察を実施する。《平成25年4月から実施中》
② 村内診療所通院用の巡回バスを運行する。《平成24年4月から実施中》（再掲）
③ 村外への通院のためのオンデマンド・バスを低廉な料金で運行する。《需要が確認できたものから順次》（再掲）

【目標】
・村内で必要な福祉・介護サービスが受けられるようにする。
【主な実施内容】
① 「ゆふね」内のデイサービスを回復する。《平成24年4月から実施中》
② 訪問介護体制を充実・強化する。（登録ヘルパー数 2名→5名）《平成26年度から実施予定》
③ 新たに特別養護老人ホーム（80床）を開設する《平成26年度中入居開始》

農業

【目標】
・日常的な買物は実際の店舗やＩＣＴの活用により、全て村内で行えるようにする。
・村内で入手困難な嗜好品等を購入するため全ての村民が容易に村外の大型店等に買い出しに行ける体制を整える。
【主な実施内容】
① 生鮮食料品、日用雑貨、医薬品等を扱う商業施設の整備を検討、開設する。《平成26年度中に開設予定》
② 帰還した各世帯に配布しているタブレット端末を利用した、村内の各店舗からの商品購入・宅配サービスを提供する。《平成26年から実施予
定》
③ 村内外への買物のためのオンデマンド・バスを低廉な料金で運行する。《需要が確認できたものから順次》（再掲）

内科及び歯科は常時、心療内科、消化器科、眼科

及び整形外科については定期的に診察を実施

特別養護老人ホーム設計・造成 建設 入居開始

商業施設開設の検討 商業施設の整備・開設

放射線量調査の実施

旧緊急時避難区域の営農再開（102ha/410ha）

旧警戒区域の営農再開

新規企業の誘致

営農再開面積の拡大

かわうちの湯の全面改修 リニューアルオープン後、川内の復興・再生に関する情報発信

砂場、園芸園の再生等による不安の払しょく

校庭の改修工事

かわうちの湯を中心とした復興祭の開催

巡回バスの運行

オンデマンド・バスの検討・運行

ゆふねのデイサービスの回復、提供

訪問介護体制の充実・強化

タブレット端末を利用した宅配サービスの提供

オンデマンド・バスの検討・運行

かわうち興学塾の再開、拡充

放課後子ども教室の実施

オンデマンド・バスの検討・運行

船引、小野新町への路線バス運行

既存企業の順次村内再開

食品放射線検査の実施

野菜工場の設置

復興祭

（10/20、いわなの郷）

復興祭

（時期未定、かわうちの湯）

メガソーラーの建設・運転

放射線検査の実施

有害獣捕獲の実施

除染後農地の保全管理・管理耕作等

小学校、中学校の再開

旧警戒区域の農地除染完了、実証田での実証

（既に実施中） （一部実施・実施準備中）

スクール・バスの運行

保育園の再開


